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計画の推進計画の推進
１　計画の周知と内容の浸透

本計画については、地域福祉活動の実践を推進するため、関係機関・団体等にこの「第 5
次海田町地域福祉活動計画」を配布し、計画と内容の周知を図ります。
また、必要に応じ、自治会等を対象に計画内容の説明や、研修会を開催し、地域住民の

理解と協力を得るよう努めます。

２　協働の取組の推進
地域福祉活動の主体となる地域住民、社協、行政、関係機関・団体、企業等が協働し、

一体的かつ効果的な取組を推進します。
社協は地域住民と行政をつなぐ役割を基本として、関係機関、団体等のネットワークを

構築し、連携・協力を支援します。また、取組の推進に当たっては、地域等の実状を踏ま
えつつ、協議、調整を行いながら進めます。

３　アウトリーチの推進
ふれあいいきいきサロン訪問等地域に積極的に出向くことにより、アセスメント（評価

分析）を行い、地域生活課題に対する解決方法や支援策を住民とともに考えていきます。

4　自主財源の確保及び財政調整積立預金の有効活用
単身高齢者世帯の増加に伴う孤独・孤立対策の一層の充実や、地域力が低下する中地域

活動の活発化等の課題に対応していくため、引き続き自主財源の確保・拡大に努めるとと
もに、本会が保有する財政調整積立預金についても、その目的に沿いながら適切かつ効果
的な活用を図ります。

5　実施体制の整備
計画の着実かつ積極的な実施を図るため、海田町と協議、調整を行いながら実施体制の

整備に努めます。

6　計画の進行管理
計画の進捗状況の把握や達成状況のチェック、評価等を行います。その結果を踏まえな

がら、効率的な事業展開を図るとともに、計画の見直しを行います。

第５次海田町地域福祉活動計画
令和７（2025）年４月発行

編集・発行　 社会福祉法人海田町社会福祉協議会
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広島県安芸郡海田町中店８－３３
（ひのうらセンター内）
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「ほっく」
海田町社協公認
マスコット
キャラクター

「ボランティア」と「ちょっと助けてほ
しい人」を “ 留めてつなげてひとつにな
る”というイメージで名付けられました。
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権利擁護事業の充実

ボランティア活動への支援

インスタグラム、フェイスブック等SNSを活用した情報発信・交流を行います。

地域住民、NPO、
ボランティア団体等の協働による
集いの場の設置

専門職連携のための
ネットワークづくり

個人・学生・企業ボランティアの
募集・登録

海田町社協パンフレットの作成・配布を行います。

認知症高齢者の増加や孤独・孤立化の進行に対応する
ため、福祉サービス利用援助事業（かけはし）の充実
を図るとともに、判断能力が低下した者等への継続し
た支援ができるよう法人後見事業を立上げ、実施しま
す。

ボランティア活動を進め易い環境づくり、及び災害発
生後のボランティア活動が迅速かつ適切に実施できる
よう、必要な資機材を計画的に整備します。

気軽に集まり交流することができる集いの場を地域住
民、NPO、ボランティア団体、企業、社協等が協働し
て設置し、孤独・孤立に陥ることなく、地域とつなが
りが持てるようにしていきます。

障がい者相談支援や生活困窮者支援を進める中で生ま
れたつながりを活かし、関係機関や専門職同士が日常
的に相談、協議できるネットワークづくりと連携した
取組を推進します（別図「海田町における多機関協働
ネットワークの将来イメージ」参照）。

ボランティア活動のすそ野を広げるため、個人・学生・
企業ボランティアの募集・登録を進めます。
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第5次海田町地域福祉活動計画
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基本理念及び基本目標基本理念及び基本目標
（1）基本理念
「話して　和んで　輪になって　ともに助け合う町　かいた」
（2）目標

①　つながりと支え合いのある地域づくり
　　 身近な地域において、気にかけ、声をかけ、関心を持ち、支え・支えられる
関係ができています。

②　みんなが安心して暮らせる支援体制づくり
　　 一人で悩まず相談することができ、地域住民・団体と関係機関が連携して、
共に解決できる仕組みが整っています。

③　関心を高め活動の場を広げる仕組みづくり
　　 より多くの地域住民が福祉やボランティア活動に関心を持てるような取組、
情報発信がなされており、地域住民が主体的に参加できる活動環境が整って
います。

計画策定の趣旨計画策定の趣旨
海田町社会福祉協議会では、令和４（２０２２）年３月に第４次海田町地域福祉活動
計画（計画期間：令和４（２０２２）～令和６（２０２４）年度）を策定しています。
令和６年4月から、国及び地方において総合的な孤独・孤立対策を推進するため、
孤独・孤立対策推進法が施行されました。そして、孤独・孤立対策の推進に当たっては、
関連性が強い生活困窮者自立支援制度との連携を図りながら進めることとされていま
す。
地域においては、自治会の活動停止や加入率の低下、役員の担い手不足等、地域福
祉の基盤が揺らぎつつあり、こうした状況の変化を踏まえた対応が求められています。
こうした国の動向や地域福祉をめぐる状況の変化等を踏まえた取組を進めるため、

「第５次海田町地域福祉活動計画」を策定しました。

計画の位置付け計画の位置付け
地域住民や関係機関・団体などが相互協力し、地域生活課題の解決を目指すとともに、
福祉のまちづくりに発展させていくための民間の活動計画、行動計画です。

計画期間計画期間
令和７（２０２５）年度から令和１１（２０２９）年度までの５年間
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計画の体系計画の体系
基本理念、基本目標に基づき、次の体系で計画を推進していきます。

目指す将来像
（基本理念） 基本目標 活動方針
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重点的な取組重点的な取組
令和７（２０２５）年度から令和１１（２０２９）年度までの５年間で、次の取組を重
点的に行います。

生活支援体制整備事業の推進

見守り訪問活動推進事業

ボランティア人間塾

福祉委員会の内容充実

地域支え合い活動応援事業
（新規）

かがやき人（住民福祉協議会）の
設置運営（新規）

生活支援コーディネーターを中心にいきいきサロン・
百歳体操会場への訪問等を通じ、地域生活課題の把握
に努めるとともに、地域住民同士の交流を深める取組
や地域活動に関する情報を提供し、これらの活動への
積極的な参加を促します。

高齢者及び障がい者の世帯を対象とした見守り訪問活
動については、単身高齢者世帯の増加といった状況の
変化に対応した活動のあり方を検討します。

年間テーマを「地域共生社会」とするなど地域や海田
町のことを意識した内容とするとともに、多様な団体・
個人から様々な切り口で地域で個人でできることやつ
ながり方について情報提供や助言をいただくことによ
り、ボランティア活動のきっかけづくりや地域福祉へ
の関心を高めます。

福祉委員同士のネットワークを活かし、ふれあいいき
いきサロン事業や見守り訪問活動が一層活発になるよ
う、福祉委員会における情報交換・交流や研修内容の
充実を図ります。
また、福祉委員の２人化を進め、福祉委員の負担軽減
と担い手の確保に努めます。

地域生活課題の解決やボランティアに取り組もうとす
る地域住民等の主体的かつ多様な取組を支援する制度
を創設することにより、地域住民等が主体的な活動を
進め易い環境づくりを行います。

自治会等の組織活動などを促進、支援するとともに、
自治会区域に捉われない住民主体のつながりの場とし
て、かがやき人（住民福祉協議会）を設置し、様々な
立場から地域課題の把握や解決に向けた検討、分野を
越えた関係者のネットワークづくり等を進めます（別
図「海田町における多機関協働ネットワークの将来イ
メージ」参照）。
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福祉サービス、生活自立や健康、生きがいづくりなど個に対する支援と、地域に密着したき
め細かい支援体制を構築します。

○権利擁護事業の充実（福祉サービス利用援助事業（かけはし））の充実、
　法人後見事業※（金銭管理・身上監護）の立上げ等
○障害者相談支援センター
○介護器具の貸出・福祉車両貸出サービス事業・訪問理美容サービス事業・
　寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
○介護者の集い「気ばらし会」

❸ 孤独・孤立化している人への支援を充実する
地域住民、民生委員・児童委員、関係機関等と連携し早期発見に努めるともに、居場所づ
くりや交流の場づくり等の取組を地域住民、NPO、ボランティア団体、企業等とともに進め
ていきます。

○生活困窮者自立相談支援事業（くらしの安心・サポートセンター）
○重層的支援体制整備事業（ひまわりキャッチ） ○ふれあいいきいきサロン事業
○見守り訪問活動推進事業 ○緊急一時食品提供事業 ○生活福祉資金の貸付
○海田高校生「手づくり弁当交流会」 ○心配ごと相談事業 ○福祉なんでも相談窓口
○地域住民、社協等の協働による集いの場の設置

3 関心を高め活動の場を広げる仕組みづくり
より多くの地域住民が地域に関心を持てるような取組、情報発信がなされており、地域
住民が主体的に参加できる活動環境が整っています。
❶ 福祉教育・学習を進める

あらゆる機会を通じ学校や地域における福祉教育・学習を推進し、福祉やボランティア活
動への関心を高めます。

○福祉教育推進校事業 ○小学校・中学校への出前講座 ○高等学校・専門学校との連携

❷ ボランティア活動を活性化する
地域福祉活動やボランティア活動に参加しやすい環境づくりを進めるとともに、学習や研
修会の場、情報の提供、グループ・団体のネットワークなどを通じてボランティアの育成と
活動支援を行います。

○ボランティアグループへの立上げ支援 ○個人･学生･企業ボランティアの募集･登録
○ボランティアセンター運営（連絡会、運営委員会、ボランティアグループ活動）
○ボランティア人間塾 ○ひのうらセンターの緑化

❸ わかりやすい情報を発信する
多様な情報媒体を活用したわかりやすい情報の提供に努め、地域福祉活動等の周知を図る
とともに、ひのうらセンターを地域福祉活動の拠点として、多くの地域住民が出入りするに
ぎわい施設、情報発信施設としていきます。

○インスタグラム、フェイスブック等SNSを活用した情報発信・交流
○ひのうらセンターの運営（利用調整会議） ○社協パンフレットの作成・配布
○広報紙「社協かいた」発行 ○ホームページの運営

※法人後見事業　　 社会福祉法人、社団法人等の法人が成年後見人、保佐人又は補助人となり、判断能力が
不十分な人の保護・支援を行う事業をいう。

第5次海田町地域福祉活動計画
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計画推進のための取組計画推進のための取組
計画を実現するための三つの基本目標に沿って、相互に連携しながら取組を進めて
いきます。

1 つながりと支え合いのある地域づくり
身近な地域において、気にかけ、声をかけ、関心を持ち、支え・支えられる関係ができ

ています。
❶ 地域活動によるつながりを強める

自治会等の組織活動などを促進、支援するとともに、隣近所との付き合いや地域住民同士
の交流を深める取組や地域住民の地域活動への積極的な参加を促進し、誰もが暮らしやすい
地域づくりを目指します。

○ふれあい・いきいきサロン事業の充実 ○見守り訪問活動推進事業の在り方検討　
○生活支援体制整備事業の推進（生活支援体制整備事業協議体の運営、生活支援コーディネーターの配置）
○地域福祉推進連絡会開催 ○スマイルフェスタinかいた開催

❷ 地域福祉活動の担い手の確保・育成を進める
ボランティア・地域リーダーの育成や地域福祉活動を促進、支援することにより、地域福
祉活動の担い手の確保・育成を進めます。

○ボランティア人間塾 ○地域支え合い活動応援事業の実施（新規）
○手話奉仕員養成講座 ○NPO、ボランティア団体との連携

❸ 支え合い助け合いのネットワークづくりを進める
地域の生活課題に地域住民自らが協働して助け合う体制を築くことができるよう、福祉の
ネットワークづくりを進めるとともに、災害ボランティアの育成と地域住民のボランティア
意識の高揚を図ります。

○福祉委員会開催 ○かがやき人（住民福祉協議会）の設置運営（新規）
○災害ボランティア活動資機材の整備（新規） ○被災者生活サポートボラネット推進事業
○さっそくネット（福祉施設の災害時ネットワーク） ○災害ボランティア事前登録

2 みんなが安心して暮らせる支援体制づくり
一人で悩まず相談することができ、地域住民・団体と関係機関が連携して、共に解決で

きる仕組みが整っています。
❶ 相談を受け止め寄り添う

気軽に相談できる相談窓口の充実を図るとともに、関係機関が連携し、包括的な相談支援
を行います。相談に当たっては、障がい特性の変化や外国人住民の増加に応じた支援に留意
します。

○生活困窮者自立支援事業（くらしの安心・サポートセンター）
○重層的支援体制整備事業（ひまわりキャッチ） ○心配ごと相談事業
○福祉なんでも相談窓口

❷ 高齢者、障がい者などへの社会的支援を充実する
高齢者、障がいのある人、認知症がある人等が福祉サービスを円滑に利用できるよう在宅
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福祉サービス、生活自立や健康、生きがいづくりなど個に対する支援と、地域に密着したき
め細かい支援体制を構築します。

○権利擁護事業の充実（福祉サービス利用援助事業（かけはし））の充実、
法人後見事業※（金銭管理・身上監護）の立上げ等
○障害者相談支援センター
○介護器具の貸出・福祉車両貸出サービス事業・訪問理美容サービス事業・
寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
○介護者の集い「気ばらし会」

❸ 孤独・孤立化している人への支援を充実する
地域住民、民生委員・児童委員、関係機関等と連携し早期発見に努めるともに、居場所づ
くりや交流の場づくり等の取組を地域住民、NPO、ボランティア団体、企業等とともに進め
ていきます。

○生活困窮者自立相談支援事業（くらしの安心・サポートセンター）
○重層的支援体制整備事業（ひまわりキャッチ） ○ふれあいいきいきサロン事業
○見守り訪問活動推進事業 ○緊急一時食品提供事業 ○生活福祉資金の貸付
○海田高校生「手づくり弁当交流会」 ○心配ごと相談事業 ○福祉なんでも相談窓口
○地域住民、社協等の協働による集いの場の設置

3 関心を高め活動の場を広げる仕組みづくり
より多くの地域住民が地域に関心を持てるような取組、情報発信がなされており、地域
住民が主体的に参加できる活動環境が整っています。
❶ 福祉教育・学習を進める

あらゆる機会を通じ学校や地域における福祉教育・学習を推進し、福祉やボランティア活
動への関心を高めます。

○福祉教育推進校事業 ○小学校・中学校への出前講座 ○高等学校・専門学校との連携

❷ ボランティア活動を活性化する
地域福祉活動やボランティア活動に参加しやすい環境づくりを進めるとともに、学習や研
修会の場、情報の提供、グループ・団体のネットワークなどを通じてボランティアの育成と
活動支援を行います。

○ボランティアグループへの立上げ支援 ○個人･学生･企業ボランティアの募集･登録
○ボランティアセンター運営（連絡会、運営委員会、ボランティアグループ活動）
○ボランティア人間塾 ○ひのうらセンターの緑化

❸ わかりやすい情報を発信する
多様な情報媒体を活用したわかりやすい情報の提供に努め、地域福祉活動等の周知を図る
とともに、ひのうらセンターを地域福祉活動の拠点として、多くの地域住民が出入りするに
ぎわい施設、情報発信施設としていきます。

○インスタグラム、フェイスブック等SNSを活用した情報発信・交流
○ひのうらセンターの運営（利用調整会議） ○社協パンフレットの作成・配布
○広報紙「社協かいた」発行 ○ホームページの運営

※法人後見事業　　 社会福祉法人、社団法人等の法人が成年後見人、保佐人又は補助人となり、判断能力が
不十分な人の保護・支援を行う事業をいう。
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計画推進のための取組計画推進のための取組
計画を実現するための三つの基本目標に沿って、相互に連携しながら取組を進めて
いきます。

1 つながりと支え合いのある地域づくり
身近な地域において、気にかけ、声をかけ、関心を持ち、支え・支えられる関係ができ
ています。
❶ 地域活動によるつながりを強める

自治会等の組織活動などを促進、支援するとともに、隣近所との付き合いや地域住民同士
の交流を深める取組や地域住民の地域活動への積極的な参加を促進し、誰もが暮らしやすい
地域づくりを目指します。

○ふれあい・いきいきサロン事業の充実 ○見守り訪問活動推進事業の在り方検討　
○生活支援体制整備事業の推進（生活支援体制整備事業協議体の運営、生活支援コーディネーターの配置）
○地域福祉推進連絡会開催 ○スマイルフェスタinかいた開催

❷ 地域福祉活動の担い手の確保・育成を進める
ボランティア・地域リーダーの育成や地域福祉活動を促進、支援することにより、地域福

祉活動の担い手の確保・育成を進めます。

○ボランティア人間塾 ○地域支え合い活動応援事業の実施（新規）
○手話奉仕員養成講座 ○NPO、ボランティア団体との連携

❸ 支え合い助け合いのネットワークづくりを進める
地域の生活課題に地域住民自らが協働して助け合う体制を築くことができるよう、福祉の

ネットワークづくりを進めるとともに、災害ボランティアの育成と地域住民のボランティア
意識の高揚を図ります。

○福祉委員会開催 ○かがやき人（住民福祉協議会）の設置運営（新規）
○災害ボランティア活動資機材の整備（新規） ○被災者生活サポートボラネット推進事業
○さっそくネット（福祉施設の災害時ネットワーク） ○災害ボランティア事前登録

2 みんなが安心して暮らせる支援体制づくり
一人で悩まず相談することができ、地域住民・団体と関係機関が連携して、共に解決で
きる仕組みが整っています。
❶ 相談を受け止め寄り添う

気軽に相談できる相談窓口の充実を図るとともに、関係機関が連携し、包括的な相談支援
を行います。相談に当たっては、障がい特性の変化や外国人住民の増加に応じた支援に留意
します。

○生活困窮者自立支援事業（くらしの安心・サポートセンター）
○重層的支援体制整備事業（ひまわりキャッチ） ○心配ごと相談事業
○福祉なんでも相談窓口

❷ 高齢者、障がい者などへの社会的支援を充実する
高齢者、障がいのある人、認知症がある人等が福祉サービスを円滑に利用できるよう在宅



話して 和んで 輪になって ともに助け合う町 かいた

2

計画の体系計画の体系
基本理念、基本目標に基づき、次の体系で計画を推進していきます。

目指す将来像
（基本理念） 基本目標 活動方針
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重点的な取組重点的な取組
令和７（２０２５）年度から令和１１（２０２９）年度までの５年間で、次の取組を重
点的に行います。

生活支援体制整備事業の推進

見守り訪問活動推進事業

ボランティア人間塾

福祉委員会の内容充実

地域支え合い活動応援事業
（新規）

かがやき人（住民福祉協議会）の
設置運営（新規）

生活支援コーディネーターを中心にいきいきサロン・
百歳体操会場への訪問等を通じ、地域生活課題の把握
に努めるとともに、地域住民同士の交流を深める取組
や地域活動に関する情報を提供し、これらの活動への
積極的な参加を促します。

高齢者及び障がい者の世帯を対象とした見守り訪問活
動については、単身高齢者世帯の増加といった状況の
変化に対応した活動のあり方を検討します。

年間テーマを「地域共生社会」とするなど地域や海田
町のことを意識した内容とするとともに、多様な団体・
個人から様々な切り口で地域で個人でできることやつ
ながり方について情報提供や助言をいただくことによ
り、ボランティア活動のきっかけづくりや地域福祉へ
の関心を高めます。

福祉委員同士のネットワークを活かし、ふれあいいき
いきサロン事業や見守り訪問活動が一層活発になるよ
う、福祉委員会における情報交換・交流や研修内容の
充実を図ります。
また、福祉委員の２人化を進め、福祉委員の負担軽減
と担い手の確保に努めます。

地域生活課題の解決やボランティアに取り組もうとす
る地域住民等の主体的かつ多様な取組を支援する制度
を創設することにより、地域住民等が主体的な活動を
進め易い環境づくりを行います。

自治会等の組織活動などを促進、支援するとともに、
自治会区域に捉われない住民主体のつながりの場とし
て、かがやき人（住民福祉協議会）を設置し、様々な
立場から地域課題の把握や解決に向けた検討、分野を
越えた関係者のネットワークづくり等を進めます（別
図「海田町における多機関協働ネットワークの将来イ
メージ」参照）。
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1
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権利擁護事業の充実

ボランティア活動への支援

インスタグラム、フェイスブック等SNSを活用した情報発信・交流を行います。

地域住民、NPO、
ボランティア団体等の協働による
集いの場の設置

専門職連携のための
ネットワークづくり

個人・学生・企業ボランティアの
募集・登録

海田町社協パンフレットの作成・配布を行います。

認知症高齢者の増加や孤独・孤立化の進行に対応する
ため、福祉サービス利用援助事業（かけはし）の充実
を図るとともに、判断能力が低下した者等への継続し
た支援ができるよう法人後見事業を立上げ、実施しま
す。

ボランティア活動を進め易い環境づくり、及び災害発
生後のボランティア活動が迅速かつ適切に実施できる
よう、必要な資機材を計画的に整備します。

気軽に集まり交流することができる集いの場を地域住
民、NPO、ボランティア団体、企業、社協等が協働し
て設置し、孤独・孤立に陥ることなく、地域とつなが
りが持てるようにしていきます。

障がい者相談支援や生活困窮者支援を進める中で生ま
れたつながりを活かし、関係機関や専門職同士が日常
的に相談、協議できるネットワークづくりと連携した
取組を推進します（別図「海田町における多機関協働
ネットワークの将来イメージ」参照）。

ボランティア活動のすそ野を広げるため、個人・学生・
企業ボランティアの募集・登録を進めます。

4

5

6
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1

基本理念及び基本目標基本理念及び基本目標
（1）基本理念
「話して　和んで　輪になって　ともに助け合う町　かいた」
（2）目標

①　つながりと支え合いのある地域づくり
　　 身近な地域において、気にかけ、声をかけ、関心を持ち、支え・支えられる
関係ができています。

②　みんなが安心して暮らせる支援体制づくり
　　 一人で悩まず相談することができ、地域住民・団体と関係機関が連携して、
共に解決できる仕組みが整っています。

③　関心を高め活動の場を広げる仕組みづくり
　　 より多くの地域住民が福祉やボランティア活動に関心を持てるような取組、
情報発信がなされており、地域住民が主体的に参加できる活動環境が整って
います。

計画策定の趣旨計画策定の趣旨
海田町社会福祉協議会では、令和４（２０２２）年３月に第４次海田町地域福祉活動
計画（計画期間：令和４（２０２２）～令和６（２０２４）年度）を策定しています。
令和６年4月から、国及び地方において総合的な孤独・孤立対策を推進するため、
孤独・孤立対策推進法が施行されました。そして、孤独・孤立対策の推進に当たっては、
関連性が強い生活困窮者自立支援制度との連携を図りながら進めることとされていま
す。
地域においては、自治会の活動停止や加入率の低下、役員の担い手不足等、地域福
祉の基盤が揺らぎつつあり、こうした状況の変化を踏まえた対応が求められています。
こうした国の動向や地域福祉をめぐる状況の変化等を踏まえた取組を進めるため、

「第５次海田町地域福祉活動計画」を策定しました。

計画の位置付け計画の位置付け
地域住民や関係機関・団体などが相互協力し、地域生活課題の解決を目指すとともに、
福祉のまちづくりに発展させていくための民間の活動計画、行動計画です。

計画期間計画期間
令和７（２０２５）年度から令和１１（２０２９）年度までの５年間
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令和７（2025）年３月策定

社会福祉法人　海田町社会福祉協議会

話して 和んで 輪になって話して 和んで 輪になって
ともに 助け合う町 かいたともに 助け合う町 かいた

計画の推進計画の推進
１　計画の周知と内容の浸透

本計画については、地域福祉活動の実践を推進するため、関係機関・団体等にこの「第 5
次海田町地域福祉活動計画」を配布し、計画と内容の周知を図ります。
また、必要に応じ、自治会等を対象に計画内容の説明や、研修会を開催し、地域住民の
理解と協力を得るよう努めます。

２　協働の取組の推進
地域福祉活動の主体となる地域住民、社協、行政、関係機関・団体、企業等が協働し、
一体的かつ効果的な取組を推進します。
社協は地域住民と行政をつなぐ役割を基本として、関係機関、団体等のネットワークを
構築し、連携・協力を支援します。また、取組の推進に当たっては、地域等の実状を踏ま
えつつ、協議、調整を行いながら進めます。

３　アウトリーチの推進
ふれあいいきいきサロン訪問等地域に積極的に出向くことにより、アセスメント（評価
分析）を行い、地域生活課題に対する解決方法や支援策を住民とともに考えていきます。

4　自主財源の確保及び財政調整積立預金の有効活用
単身高齢者世帯の増加に伴う孤独・孤立対策の一層の充実や、地域力が低下する中地域
活動の活発化等の課題に対応していくため、引き続き自主財源の確保・拡大に努めるとと
もに、本会が保有する財政調整積立預金についても、その目的に沿いながら適切かつ効果
的な活用を図ります。

5　実施体制の整備
計画の着実かつ積極的な実施を図るため、海田町と協議、調整を行いながら実施体制の
整備に努めます。

6　計画の進行管理
計画の進捗状況の把握や達成状況のチェック、評価等を行います。その結果を踏まえな
がら、効率的な事業展開を図るとともに、計画の見直しを行います。

第５次海田町地域福祉活動計画
令和７（2025）年４月発行

編集・発行　 社会福祉法人海田町社会福祉協議会
〒736-0066
広島県安芸郡海田町中店８－３３
（ひのうらセンター内）
TEL:（０８２）８２０－０２９４
FAX:（０８２）８２０－０２９３

「ほっく」
海田町社協公認
マスコット
キャラクター

「ボランティア」と「ちょっと助けてほ
しい人」を “ 留めてつなげてひとつにな
る”というイメージで名付けられました。
2000年 3月 1日生



第１層

町域

自治会区域
（4３）

小学校区域
（４）

第２層

第３層

住民主体の取り組み 住民と専門職の協働 専門職の取り組み

自立支援協議会

生活困窮者
支援調整会議くらしの安心・サポート・

ひきこもり相談支援
ネットワーク協議会 生活支援体制整備

事業協議体

地域ケア推進会議

自殺対策
ネットワーク会議

高齢者虐待ネット
ワーク運営委員会

要保護児童対策
地域協議会

海田地区
訪問介護の会

相談支援事業所
連絡会

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ連絡会・
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ運営委員会

見守り訪問
サロン

福祉委員自治会役員 民生委員
児童委員

百歳体操

老人クラブ

※重層的支援会議

町行政【社会福祉課・長寿
保険課・こども課・健康
づくり推進課】・社協

行政・社協
連携支援

重層担当職員

社協職員

地域調整役

自主防災組織

課題の吸い上げ

福祉委員会

民生委員・児童委員協議会

自治会連合会

生活支援
コーディネーター

※地区担当
保健師

つながりネットひまわり会

商工会ネット
ワーク（想定）

障害福祉事業所
ネットワーク（想定）

社会福祉法人
ネットワーク（想定）

校区自治会連合会

海田町における多機関協働ネットワークの将来イメージ（現存しない組織・ネットワークを含みます）

かがやき人【住民福祉協議会】

自治会長・民生委員・福祉委員
福祉事業所・地域活動者
企業商店・ボランティア

子ども会

住民活動ネットワーク 老人クラブ連合会

障

者
基
幹
相
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支
援

子
育

支
援

相
談
支
援

権
利
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護
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想
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地
域
包
括
支
援

分野別相談支援窓口

安
心

福
祉

相
談
窓
口

人
材

国
際
交
流
協
会

自治会内会議

モデル地区【SDGｓ自治会】

会長・民生委員・福祉委員
ボランティアスタッフ等モデル地区【解散後】

ボランティアスタッフ等

※印は町行政主体の取組を表します




